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第32回全日本自治体職員等女子バレーボール選手権全国優勝大会

太田初V
第32回全日本自治体職員等女子バレーボール選
手権全国優勝大会（主催：自治労・自治労共済
推進本部・自治労共済生協）は12月2～4日、
和歌山市で開催。太田市職労（群馬）が、出場
22チームの頂点に立ち初優勝した（2面）。

〈決勝トーナメント〉
太田市職労が若さ溢れるチームワークでＶもぎ取る

日本看護協会の高橋弘枝会長（左）と
石上千博委員長（右）

11月29日、自治労は日本看護協
会とトップ会談を行った。看護職
員の人員確保や、処遇改善・労働
環境改善等の共通課題への取り組
みについて意見交換を行った。質
の高い看護とやりがいのある職場
づくりに向け協力する
ことを確認した。

12
月
7
〜
8
日
、
自
治
労
は
2
0
2

4
春
闘
中
央
討
論
集
会
を
開
催
し
た
。

2
0
2
4
春
闘
は
、
連
合
の
賃
上
げ
要

求
「
5
％
以
上
」
の
方
針
に
続
き
、
大

手
民
間
労
組
が
次
々
と
過
去
最
高
水
準

の
要
求
を
表
明
し
、
社
会
全
体
の
機
運

が
高
ま
っ
て
い
る
。

今
春
闘
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
あ
な
た

の
声
で
は
じ
ま
る
春
闘
」。
伊
藤
功
書

記
長
は
、
組
合
員
の
声
や
職
場
の
実
態

な
ど
を
反
映
し
た
要
求
に
こ
だ
わ
る
必

要
性
を
訴
え
、
1
年
の
闘
い
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
春
闘
方
針

（
案
）
を
提
起
し
た
。

ま
た
、
春
闘
を
闘
う
全

国
一
般
評
議
会
、
公
共

民
間
等
の
仲
間
の
奮
闘
を
自
治
労
全
体

で
支
え
る
こ
と
、
公
務
員
賃
金
の
決
定

要
素
と
な
る
民
間
企
業
の
賃
上
げ
の
た

め
、
連
合
に
結
集
し
闘
う
こ
と
な
ど

「
自
治
労
が
春
闘
を
闘
う
意
義
」
を
強

調
し
た
。

続
い
て
、
民
間
企
業
の
賃
上
げ
の
後

押
し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
や
再
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
、
地
域
手
当
大
く
く

り
化
へ
の
適
切
な
対
応
、
確
定
闘
争
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
・
討
論

を
行
っ
た
。

2
日
目
は
、
立
命
館
大
学
准
教
授
の

富
永
京
子
さ
ん
が
「
安
心
で
き
る
職
場

づ
く
り
の
た
め
の
労
働
組
合
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
（
詳
細
左
）。

最
後
に
、
石
上
千
博
委
員
長
が
「
経

済
、
賃
金
、
物
価
が
安
定
的
に
上
昇
す

る
経
済
社
会
構
築
の
た
め
、
自
治
体
も

ス
テ
ー
ジ
転
換
を
は
か
る
と
き
が
き

た
。
自
治
労
と
し
て
地
方
財
政
や
交
付

税
の
増
額
を
強
く
要
求
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
の
自
治
体
に
も
声
を
上
げ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々

も
、
気
持
ち
を
転
換
さ
せ
2
0
2
4
春

闘
を
闘
お
う
」と
述
べ
、
力
強
い
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

2
0
2
4
春
闘
方
針
は
、
1
月
末
の

第
1
6
5
回
中
央
委
員
会
で
正
式
に
決

定
す
る
。

2024
春闘

気
迫
の
こ
も
っ
た
石
上
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

自
治
労
は
、
清
掃
職
場
の
ア
ピ
ー

ル
動
画
「
あ
り
っ
た
け
の
現
場
力
〜

未
来
を
動
か
す
、
し
ま
つ
の
こ
こ
ろ

〜
」
を
12
月
8
日
に
公
開
し
た
。
京

都
の
未
来
を
創
る
清
掃

職
員
の
「
現
場
力
」
こ

こ
に
あ
り
。

ありったけの現場力清掃職員編 YouTube公開中
経
済
・
社
会
の
ス
テ
ー
ジ
転
換
の
と
き

気
持
ち
も
転
換

2
0
2
4
春
闘
を
闘
お
う

清掃職員が京都の人々の暮らしに受け継がれてき
た「しまつのこころ」を最前線で実践している。

日本人は社会から受ける
理不尽な苦しみを自己責任
として捉える傾向が強い。
さらに、個人化・多様化が
進む中で、自分だけ「声を
あげること」に対してハー
ドルが高くなっている。
また、調査結果では「労働
組合が何かわからない」と
の回答が多数を占めてお
り、労働組合の社会的機能
が認知されていない実態が
明らかだ。
組合運動の第一歩とし
て、労働組合が自分の悩み
や困りごとを声にする場、
自分の利害を大切にして良
い場であることを伝えよ
う。労働組合として小さな
成果を積み重ね継続的な社
会運動に繋げて欲しい。

労
働
組
合
は「
自
分
を
大
切
に
し
て
い
い
場
」

1986年生まれ。立命館大学
産業社会学部准教授。

富永 京子

自治労・日本看護協会トップ会談
質の高い看護のための労働環境改善を

会談の詳細は右記
QRコードより。
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個
人
賞

太田市職労が優勝を決めた瞬間

女子バレー全国大会は、コロナ禍による延期を経た4年ぶりの開催
となった。最終日・12月4日の準決勝と決勝には初出場チームも勝
ち上がり、どのチームが勝っても初優勝となる好カード。熱戦を制し
たのは、若さにあふれ攻守のバランスに優れる太田市職労（群馬）。

初
優
勝
か
け
た
4
強
の
激
闘

太
田
市
職
労（
群
馬
）が
制
す

準決勝打
点
の
高
い
長
身
の
廣
瀬
の

ス
パ
イ
ク
を
軸
に
、
時
間
差
や

ク
イ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
巧
み
な

攻
撃
が
奏
功
し
、
豊
中
が
第
1

セ
ッ
ト
を
先
取
す
る
。

し
か
し
第
2
セ
ッ
ト
か
ら
太

田
が
猛
反
撃
を
開
始
す
る
。
太

田
は
、
左
右
・
セ
ン
タ
ー
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
の
緩
急
の
あ
る

攻
撃
と
、
破
壊
力
の
あ
る
ジ
ャ

ン
プ
サ
ー
ブ
で
、
豊
中
の
守
備

を
突
き
崩
し
、
第
2
セ
ッ
ト
を

押
さ
え
る
。

迎
え
た
第
3
セ
ッ
ト
。
流
れ

を
つ
か
ん
だ
太
田
の
猛
攻

に
、
豊
中
は
必
死
に
食
い

下
が
り
、
激
し
い
応
酬
が

続
く
も
、
最
後
は
太
田
が

力
で
豊
中
を
押
し
切
っ

た
。

太
田
市
職
労（
群
馬
）2

粘
る
豊
中

太
田
押
し
切
る

決
勝
戦
は
、
最
多
出
場
26

回
、
優
勝
2
連
覇
の
記
録
を
持

つ
王
者
・
松
本
市
職
労
を
セ
ッ

ト
カ
ウ
ン
ト
2
│
0
で
撃
破
し

た
太
田
市
職
労
と
、
出
場
回
数

13
回
で
同
じ
く
2
連
覇
の
戦
歴

を
持
つ
古
豪
・
札
幌
市
職
連
を

セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
3
│
1
で

破
っ
た
島
根
県
職
連
合
出
雲
支

部
と
の
対
戦
。「
若
さ
と
機
動

力
」
の
太
田
、
打
た
れ
て
も

拾
っ
て
つ
な
ぐ
「
粘
り
」
の
島

根
と
い
う
、
タ
イ
プ
の
異
な
る

両
チ
ー
ム
の
激
突
と
な
っ
た
。

第
1
セ
ッ
ト
は
、
太
田
が
攻

撃
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
終

始
リ
ー
ド
。
セ
ッ
タ
ー
今
井
の

変
化
に
富
む
巧
み
な
ト
ス
を
受

け
た
左
腕
の
ラ
イ
ト
大

津
、
レ
フ
ト
三
瓶
、
セ

ン
タ
ー
金
子
の
放
つ
強
烈
な
ア

タ
ッ
ク
。
加
え
て
、
山
田
の
助

走
を
つ
け
た
ジ
ャ
ン
プ
サ
ー
ブ

が
次
々
と
炸
裂
。
島
根
の
守
備

を
揺
さ
ぶ
り
、
第
1
セ
ッ
ト
は

21
│
9
で
太
田
が
先
取
し
た
。

こ
の
ま
ま
太
田
が
あ
っ
さ
り

押
し
切
る
か
と
い
う
空
気
が
漂

う
中
、
第
2
セ
ッ
ト
で
は
、
島

根
が
持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と

「
ど
根
性
」
を
い
か
ん
な
く
発

揮
す
る
。

上
野
ら
堅
い
守
備
陣
が
し
っ

か
り
と
ボ
ー
ル
を
拾
い
、
つ
な

い
で
は
打
ち
返
す
ラ
リ
ー
が
続

く
。
そ
れ
が
太
田
の
ス
パ
イ
ク

な
ど
の
ミ
ス
を
誘
い
、
じ
わ
じ

わ
と
得
点
を
重
ね
る
場
面
も
。

こ
こ
ま
で
勝
ち
進
ん
で
き
た
島

根
の
選
手
た
ち
の
メ
ン
タ
ル
の

強
さ
を
印
象
付
け
た
。

し
か
し
勢
い
に
乗
る
太
田

は
、
攻
守
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
得
点
を
重

ね
、
引
き
寄
せ
た
試
合
の
流
れ

を
離
さ
な
い
。
最
後
は
16
点
に

ま
で
詰
め
寄
っ
た
島
根
を
は
ね

の
け
、
21
│
16
で
第
2
セ
ッ
ト

を
取
り
、
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン
ト
は

2
│
0
。
初
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
た
。

決 勝
1
豊
中
市
職（
大
阪
）

太
田
市
職
労（
群
馬
）2

若
さ
と

機
動
力

攻
撃
力
で
太
田
が
圧
倒

VS
ど
根
性

バ
レ
ー

準決勝甲
斐
市
職
は
「
ワ
ン
チ
ャ
ン

ス
」
の
勝
利
を
何
度
も
掴
み
、

関
東
甲
第
3
代
表
か
ら
這
い
上

が
っ
た
今
大
会
初
出
場
の
ダ
ー

ク
ホ
ー
ス
。
準
々
決
勝
は
、
し

烈
な
攻
防
戦
に
勝
利
し
、
監
督

の
涙
で
飾
っ
た
。
勢
い
そ
の
ま

ま
に
、
序
盤
戦
を
先
行
す
る
。

島
根
県
職
連
合
出
雲
支
部

は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
最
前
線
で
踏

ん
張
っ
た
県
立
中
央
病
院
職
員

の
チ
ー
ム
。
甲
斐
の
レ
フ
ト
か

ら
何
度
も
繰
り
出
さ
れ
る
強
烈

な
ス
パ
イ
ク
を
着
実
に
拾
っ
て

は
、
得
点
を
重
ね
た
。

最
後
は
追
い
上
げ
る
甲

斐
を
振
り
切
り
、
島
根
県

職
連
合
が
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン

ト
2
│
0
で
勝
利
し
た
。

島
根
県
職
連
合
出
雲
2

堅
い
守
り

甲
斐
を
阻
む

0
島
根
県
職
連
合
出
雲

0
甲
斐
市
職（
山
梨
）

コ
ロ
ナ
禍
で
目
標
と
す
る
大

会
が
な
い
と
き
や
、
仕
事
が
忙

し
く
て
疲
れ
て
い
る
と
き
で

も
、
私
た
ち
は
週
1
回
以
上
の

練
習
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

と
も
に
苦
し
い
時
を
乗
り
越

え
た
こ
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
経

験
者
が
中
心
と
な
っ
て
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
高
め
た
こ
と
で
、
一

体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
こ
の
優
勝

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

勝 利 監 督 賞ともに苦しい時を乗り越えて

太田市職労
村上はるか

レシーブ賞

太田市職労
大津実由

アタック賞

太田市職労
山田有里

サーブ賞

ル
ー
ロ
ー
ハ
ン

「
魯
肉
飯
」は
、
台
湾
語
で
は「
ロ
バ
プ
ン
」

と
発
音
す
る
。
代
表
的
な
台
湾
料
理
で
、
屋

台
料
理
の
定
番
。
庶
民
の
味
、
家
庭
の
味

だ
。
作
者
の
温
又
柔
は
、
台
湾
に
産
ま
れ
幼

少
時
に
来
日
。
日
本
語
で
作
品
を
発
表
し
て

き
た
女
性
の
作
家
で
あ
る
。

主
人
公
の
桃
嘉
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
台
湾

語
と
中
国
語
と
日
本
語
の
ま
ぜ
こ
ぜ
言
葉
を

話
す
台
湾
人
の
母
・
雪
穂
を
恥
ず
か
し
く

思
っ
て
い
た
。
就
活
に
挫
折
す
る
中
、
プ
ロ

ポ
ー
ズ
を
受
け
て
結
婚
し
主
婦
と
な
る
が
、

夫
の
聖
司
は
桃
嘉
の
作
る
魯
肉
飯
を
「
こ
う

い
う
の
は
日
本
人
の
口
に
あ
わ
な
い
」「
普
通

の
料
理
の
方
が
俺
は
好
き
な
ん
だ
よ
ね
」
と

言
い
放
つ
。昔
の
恋
人
と
浮
気
も
し
て
い
る
。

言
葉
が
う
ま
く
通
じ
な
い
が
、
分
か
り
あ

え
る
母
。
言
葉
は
通
じ
る
が
心
が
通
じ
な
い

夫
。
桃
嘉
は
母
の
故
郷
・
台
湾
で
母
の
ル
ー

ツ
を
見
つ
め
直
し
、自
立
の
道
を
歩
み
出
す
。

軽
快
な
文
章
。
魯
肉
飯
の
甘
い
八
角
の
香

り
が
漂
う
よ
う
な
、
心
温
ま
る
物
語

の
ラ
ス
ト
。
し
か
し
そ
れ
は
表
層
に

す
ぎ
な
い
。
デ
ビ
ュ
ー
以
来
の
作
者

の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
普
通

で
あ
る
こ
と
〉
へ
の
問
い
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
課
題
を
重
ね
た
、
闘
志
あ
ふ
れ

る
作
品
だ
。

太田市職労
金井修也

得
点
を
重
ね
た
選
手
が
い
る

中
で
、
自
分
が
最
優
秀
選
手
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
に
驚
い
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
世
代
の
考
え
方
や

各
選
手
を
尊
重
し
、
チ
ー
ム
を

ま
と
め
最
大
限
の
力
を
引
き
出

し
た
監
督
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

若
さ
と
体
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
そ
し
て
勝
利
へ
の
気
持
ち

は
ど
の
チ
ー
ム
に
も
負
け
て
い

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

最優秀選手賞監督の力あってこそのＶ

ロ

バ
プ
ン

「
魯
肉
飯
の
さ
え
ず
り
」

温

又
柔

日
台
の
狭
間
か
ら
〈
普
通
〉
を
問
う

中公文庫 太田市職労
今井咲希946円＋税

決
勝
は
ボ
ー
ル
に
食
ら
い
つ

く
の
に
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
最
後
ま
で
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
ボ
ー

ル
を
「
拾
い
負
け
る
こ
と
だ
け

は
し
な
い
」
気
持
ち
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
の
中
、

メ
ン
バ
ー
の
勤
務
を
調
整
し
て

練
習
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
全
国
大
会
は
3
位
ま
で
だ
っ

た
の
で
、
今
回
が
最
高
成
績
。

「
次
こ
そ
は
頂
点
を
」
の
気

持
ち
で
す
。

敢 闘 賞「次こそは頂点を」の気持ち

島根県職連合出雲支部
上野友香

21－9
21－16

21－13
21－14

14－21
21－10
21－17
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